
学びの循環のある地域社会について 
～学校・家庭・地域がつながる元気なＰＴＡ活動～ 

三郷市社会教育委員 山﨑  治 

（三郷市ＰＴＡ連合会会長・八木郷小学校ＰＴＡ会長） 



三郷市概要（平成２９年１２月１日現在） 

・面 積    ３０．２２ｋｍ 

・人 口   １４０，１１０人 

・世帯数    ６２，２９６世帯 

・「きらりとひかる田園都市三郷 

 ～人にも企業にも選ばれる魅力的なまち～」 

２ 



○「日本一の読書のまち」宣言 

 

 



三郷市ＰＴＡ連合会について 



○概要 
・設立年   昭和４１年   

・会 長   山 﨑  治 

・会員数   小学校１９校、中学校８校 計２７校 

       Ｐ会員・Ｔ会員 計９，１１８名 

           （平成２９年５月３１日現在） 

 

・平成２９年度活動スローガン 

「学校・家庭・地域のかけはし 

 となるＰＴＡをめざそう！」 
  

三郷市PTA連合会ロゴマーク 



○平成２９年度の重点 

１ 単Ｐ相互の情報交換を通じて、学ぶＰＴＡをめ 

  ざし、絆を強める 

２ 市教育委員会等の関係諸機関・諸団体と連携し、 

  市Ｐ連事業の充実を図る 

３ 家庭教育講演会、親の学習、三行詩を推進し、 

    家庭教育の充実を図る 

４ 「三郷のみんなで実現させる５つのケータイ 

     ルール」の実現に努める 



○組織図 
本部 

理事会・会長会 

成人教育 

委員会 

広報 

委員会 

体育 

委員会 

交通校外 

委員会 

・会長１名、副会長６名、 
・事務局（三郷市教育委員会  
  生涯学習課） 

・本部は単位ＰＴＡ及び校長 
 と連携し、会議等で情報共 
 有を行う 
・単位ＰＴＡ会長は、自校へ 
 の連絡、調整等を行う 

ＰＴＡ連合会では、４つの委員会に分かれて、ＰＴＡ
活動の支援を行っている 



特徴的な活動 

○家庭教育講演会（成人教育委員会） 

 

毎年６月中旬頃に開催 



○スポーツ大会（体育委員会） 

 

女子バレーボール 

男子ソフトボール 
           ・女子ソフトボール 



○研究大会 

 

小中学校のＰＴＡ１校ずつが実践発表を行う 



八木郷小ＰＴＡの活動 



【学校】 

・創 立  明治２６年１月８日 八木郷尋常小学校 

 平成２９年に創立１２５周年を迎えた伝統校 

・八木郷小学校３つの誇り 

「小さな伝統校八木郷小 地域と共に歩む八木郷小  

 みんなが主役きらり輝く八木郷小」 

【ＰＴＡ】 

・設 立  昭和４２年４月１日 

・会員数  １８１人（平成２９年１０月１日現在） 

・保護者と教職員が協力して、家庭、学校、社会にお
ける児童の幸福な成長を図ることを目的とする 

○概 要 



○組織図 

会長 本部 

成人教育部 

保健体育部 

交通校外部 

広報部 

環境部 
おやじの会 



○八木郷小ＰＴＡの「学びの循環」 

学校 

（児童・教員） 

ＰＴＡ 

（現役世代 

・子育て世代） 

地域 

（経験豊かな高齢者 

・専門技能保持者） 

・イベント時の協力体制 
・児童との世代間交流 
・地元に愛される学校づ 
 くり 
・若い力を地域に還元 
 できる教育環境の形成 

・緊密な連携による顔が 
 見える「開かれた場」 
 の形成 
・イベント時の協力体制 

・地域の魅力の発見 
・人と人との繋がりの形成 
・地域での協力体制 
・世代間交流の場の形成 

児童のよりよい 
教育環境づくり 

・ 
地域ぐるみの教育 

 



・毎年５月に地域の農家の方やＰＴＡ、学校ボラン 

 ティアと連携し実施。卒業生も毎年参加している 

・１２０坪の農地での畝づくり、水やり、雑草取り、 

 収穫、焼き芋パーティーまで行っている 

・児童、保護者、地域が１つになって育てている 

 

 

○学校ファーム（さつまいも作り） 

世代間交流、 
農業を知らない子ども・親世代にとっての学びの場 





 







お手製石焼き芋機
登場！ 





○ステップアップ教室 

・地域のボランティア、ＰＴＡ、卒業生（中高生）

による学習支援 

・夏休み期間中の８日間、赤ペン先生として活躍 

・近所のかたや卒業生が教えてくれるという安心感 

・卒業生にとっては、「教える」という立場で参加

できる場 

地域一体となった教育環境、交流の輪の広がり、 
教わる者も教える者も自信が芽生える 









○親子着衣泳教室・水泳大会練習（学びと支援） 

【親子着衣泳教室】 

・消防署員を指導者に迎え、「自分の命は自分で守
る」を実践するＰＴＡ主催の新しい学びの取り組み 

 

【水泳大会練習】 

・教員数に限りがあるため、タイム測定に手が回ら
ない現状をＰＴＡの力でカバー 

・よりよい測定方法について経験者が未経験者に 

 教える 

親子で学ぶことで家庭・地域に還元、 
経験が次に活かされていく 



親子着衣泳教室 





水泳大会練習 



○ふれあい夏祭り 

・ＰＴＡから発足した「おやじの会」がふれあい夏祭り実

行委員会の中心となり実施 

・平成２７年度から「家庭、地域の絆を深め、子どもたち 

 の健全な育成を推進する」という目的により始まる 

・毎年１，０００人前後が地域から集まる 

・櫓、提灯の設置、設営を「おやじの会」が行う 

・盆踊り、櫓太鼓の指導をＰＴＡが行う 

 父親同士のつながりの場、専門的職業技術の活用、 
地域を巻き込んだイベントづくり 



当日、雷雨の予報が･･･ 
しかし！ 



















・脈々と受け継がれてきた地域のよさを活かした 

 活発なＰＴＡ活動により、見事受賞した 

○平成２８年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰 受賞 



成果と今後の課題 



地域（高齢者・ 
有知識者） 

保護者 

児童 

体験・イベントによる時間・目的の共有が増加 

学 
び 
合 
う 
場 
・ 
学 
ん 
だ 
こ 
と 
を 
発 
信 
す 
る 
場 
 



○今後の課題 

・活躍の場を自分たちで探し、広げていく 

 ⇒市内の他の学校、他市のＰＴＡへにも 

・イベントの運営に町会を巻き込んでいく 

 ⇒地域一体のイベントとして今後も行っていくため 

  には、町会の協力が不可欠 

・新たなＰＴＡ会員への情報共有 

 ⇒受け継ぐためには次世代への情報共有が必要 

・できたつながりをゆくゆくは防災上の相互協力へ 

 ⇒「自助」から「共助」へ 



ご清聴いただき 
ありがとうございました。 
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